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伊藤恵が語る、シューマン全曲録音への思い 
新鮮な響きと真の感動を3,000円で実現！！ 

井上道義の「日露友好ショスタコーヴィチ交響曲全曲演奏プロジェクト2007」 
伊藤恵 インタビュー 

11/3（土・祝）17：00

交響曲第1番／第2番「10月革命に捧ぐ」／第3番「メーデー」 
管弦楽： サンクトペテルブルク交響楽団 

11/4（日）15：00
交響曲第5番「革命」*／第6番 
管弦楽： サンクトペテルブルク交響楽団 

11/10（土）17：00
交響曲第7番「レニングラード」* 
管弦楽： サンクトペテルブルク交響楽団 

11/11（日）15：00
交響曲第10番*／第13番「バビ・ヤール」 
管弦楽： サンクトペテルブルク交響楽団 
バス： セルゲイ・アレクサーシキン 
合唱： 東京オペラシンガーズ 

11/18（日）15：00
交響曲第9番*／第14番「死者の歌」 
管弦楽： 広島交響楽団 
ソプラノ： アンナ・シャファジンスカヤ 
バス： セルゲイ・アレクサーシキン 

12/1（土）17：00
交響曲第4番 
管弦楽： 東京フィルハーモニー交響楽団 

12/5（水）19：00
交響曲第11番「1905年」*／第12番「1917年」* 
管弦楽： 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

12/9（日）15：00
交響曲第8番*／第15番 
管弦楽： 新日本フィルハーモニー交響楽団 

－「シューマニアーナ」シリーズの完成、おめでとうございます。20年を経ての完

結ということで達成感もひとしおだと思います。まずはご感想をお聞かせ下さい。 

　やっぱり嬉しい、ホントに嬉しいです。よく続けられたなとも思いますし、続けさせ

て下さったすべての人に感謝しています。ハリウッドのアカデミー賞の時に、かか

わった人みんなの名前を挙げて謝辞を述べますよね。もうまったくその気持ちがよく

わかります。やっぱり支えて下さった方たちがいらっしゃらなかったら絶対に出来な

かったことですね。《クライスレリアーナ》から始めて、本当は最初は10年くらいで出

来るんじゃないかなと思っていたんです。けれども、やればやるほどシューマンの作

品に対する責任というのが、自分の中で増していき、結局20年もかかってしまったっ

ていうのが正直なとこですね。 

－シューマンの魅力とは？ 

　自分の大切な人に贈る私的なメッセージというところ。それから楽譜や音楽に隠

された謎解きの魅力です。 

－シューマニアーナ・シリーズのキー・ポイントは何でしょう？ 

　色々ありますが、何よりも、ピアニストと調律師と録音担当からなるチームが変わ

らなかったということがよかった。だからこれは私の歴史だけじゃなくて、このチーム

の歴史とも言えますね。 
－来る11月には完成記念リサイタルが行われます。神戸と東京でそれぞれ2つプ

ログラムがありますね。 

　神戸の方は、シューマンが一区切りとなり、次のシューベルト・シリーズにつながる

という意味を込めました。「終わりは始まり」いうことです。それに対して、東京では

オール・シューマンにしました。《謝肉祭》と《ダヴィッド同盟舞曲集》を選んだのは、

彼のいくつかある大切なキーワードの中で、志を共にする仲間たちという思想を表

す「ダヴィッド同盟」にちなんでいます。シューマン自身が、前者はそのダヴィッド同盟

員が仮面を着けた顔、後者は仮面下の素顔、と語っているので、ちょっと冒険ではあ

るのですが一晩で仮面と素顔を並べてみました。《花の曲》と《トッカータ》は今回

リリースされる最後のシューマン・アルバムの中からです。 

－ご自分の演奏の理想とは？ 

　内面的でとても深く、そして音楽的で、音でしか表現できないような……人の心

の奥底に届くような音を出せるような演奏家になりたい。そして人が聴いて幸福に

なるような音楽をやりたいと、ずっと思っています。作曲家の純粋な内面の世界を飽

くまでも、温かい気持ちで、それからひとつひとつの音に心をこめてただ淡 と々弾く、

ということを目指しています。 

－では、伊藤恵という音楽家は理想への歩みの過程で今どの位置にいるのでしょう？ 

　スタート地点かも知れません。自分の望んでいた音を出せる瞬間というのは、

確かに以前よりは増えたと思うんですよね。でもわかったと思った瞬間に、それとは

全然違う、私が想像だにしなかった次の世界というのが見えてきた。その世界を知

るには、さらなる勉強が必要だということに気付いたところです。 

－シリーズ終了にあたってひとこと。 

　以前、雑誌の取材でシューマンゆかりの町を巡る旅をしました。また彼の地に赴き、

20年の歳月について偉大な作曲家へ報告をしたいと考えています。 

詳しくはこちらのホームページをご覧ください。　 
http://www.michiyoshi-inoue.com/

【各日共】会場： 日比谷公会堂　全指定席￥3,000　青少年（大学生以下）￥1,500　全公演セット券￥20,000

構成・文： 松本學（音楽ライター） 

　伊藤恵。日本人音楽家でシューマンと言えば、即座に連想されるのがこのピアニストである。そのきっかけのひとつとなっ

た、13枚にわたるCDシリーズ「シューマニアーナ」が20年の長きを経て遂に完結した。演奏の質はもちろん、収録された作

品数としても録音史に残る大きな業績を果たした彼女にお話を伺った。 

　指揮者井上道義、悲願のショスタコーヴィチ交響曲全曲連続

演奏会が近づいてきました。井上は、「ショスタコーヴィチの音

楽を真の感動を持って響かせる」という理由で、この壮大な計

画の舞台として、今やコンサートに使用されなくなって久しい日

比谷公会堂を選びました。 

　秋の演奏会に先がけて、特別プレ・イベントが「日比谷公会堂

と野外音楽堂の未来を語る会」と題して行われました。その中

で井上は、パネリストのひとりを務めたロックンローラーの内田

裕也に対し、ショスタコーヴィチの交響曲第4番に‘ロック’を感

じると熱く語り、また、ピアニスト室井摩耶子は戦時下に日比谷

公会堂で行ったコンサートの想い出を披露、さらにヴァイオリニ

ストの前橋汀子は、幼少の頃から世界的なアーティストの演奏を

聴くために公会堂にもぐり込み、多くの刺激を得て音楽家を志

す原点となったことなど、活発なトークが展開されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7/29日比谷公会堂） 

　ショスタコーヴィチの交響曲15曲のうち、7曲の日本初演が

行われたのが、当時の音楽の殿堂、日比谷公会堂です。一人の

指揮者でショスタコーヴィチの交響曲全曲を聴く機会がこれま

であったでしょうか…。井上は、ブルックナーやマーラーに続い

てショスタコーヴィチ・チクルスの時代が到来することを確信し

ており、できるだけ多くの人に聴いてほしいという願いを込めて、

チケットは各回3,000円！と

破格の低料金を設定。鬼才

ショスタコーヴィチが旧ソビ

エトの圧政と革命の狭間で、

命がけの情熱と溢れる才能

を結集した交響曲の全ては、

必ず皆様の心に響くことで

しょう。開館から78年以上

の時を経て、日比谷公会堂

にまた新たな歴史が刻まれ

ます。 

売
切 

一般¥4,000　学生券¥2,000全指定席 

11/7（水） 19:00　浜離宮朝日ホール 

シューマン・ピアノ曲全曲録音完成記念コンサート 
“疾駆する” “飛翔する” “遊技する”……。 

シューマン： 花の曲 op. 19／謝肉祭 op. 9／ダヴィッド同盟舞曲集 op. 6／トッカータ ハ長調 op. 7
1987年からシューマンの作品を収めたアルバム「シューマニアーナ」の録音に取り組んでいた伊藤恵。20年の歳月をかけ、いよいよ、2007年秋、「シューマニアーナXIII」をもって、全曲録音が完成し
ます。これを記念して、伊藤恵が選りすぐりのシューマン作品を披露します。 

KEI ITOH
伊藤恵 ピアノ・リサイタル 

司会の井上道義と、パネリストの前橋汀子、内田裕也 

＊…日比谷公会堂において日本初演された作品 

ソル・ガベッタと野原みどりによる 
ミニコンサートも行われました 

黒柳徹子やオノ・ヨーコからもビデオメッセージが 


